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法
然
上
人
は
平
安
の
末
、
長
承
2
年
（
1
1
3
3
）
4
月
7
日
、
美み

ま
さ
か
の
く
に

作
国
（
現
在
の
岡
山
県
）
久く

米め

南な
ん

条じ
ょ
う
い
な
お
か
の
し
ょ
う

稲
岡
庄
に
、
押お

う
り
ょ
う
し

領
使
・
漆う

る
ま
の
と
き
く
に

間
時
国
公
の
長
子
と
し
て
誕
生
さ
れ
、
幼
名
を
勢せ

い

至し

丸ま
る

と
い
い
ま
し
た
。
勢

至
丸
さ
ま
が
9
歳
の
と
き
、
父
・
時
国
公
の
館
が
夜
襲
さ
れ
、
不
意
討
ち
に
倒
れ
た
時
国
公
は
、
枕
辺
で

勢
至
丸
さ
ま
に
遺
言
を
残
さ
れ
ま
す
。「
恨
み
を
は
ら
す
の
に
恨
み
を
も
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
人
の
世
に
恨

み
の
な
く
な
る
と
き
は
な
い
。
恨
み
を
超
え
た
広
い
心
を
持
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が
救
わ
れ
る
仏
の
道
を

求
め
よ
」

こ
の
言
葉
に
従
い
勢
至
丸
さ
ま
は
菩
提
寺
で
修
学
し
、
そ
の
後
15
歳
（
一
説
に
13
歳
）
で
比
叡
山
に
登
っ

て
剃て
い
は
つ
じ
ゅ
か
い

髪
受
戒
、
天
台
の
学
問
を
修
め
ま
す
。
久
安
6
年
（
1
1
5
0
）
18
歳
の
秋
、
黒く

ろ
だ
に谷
の
慈じ

眼げ
ん
ぼ
う
え
い
く
う

房
叡
空

上
人
の
も
と
で
勉
学
に
励
み
、
法ほ
う
ね
ん
ぼ
う
げ
ん
く
う

然
房
源
空
の
名
を
授
か
り
、「
智
恵
第
一
の
法
然
房
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
法
然
上
人
は
遁と
ん

世せ

の
求ぐ

道ど
う

生
活
に
入
り
ま
す
。

こ
の
時
代
は
政
権
を
争
う
内
乱
が
相
次
ぎ
、
飢き

餓が

や
疫
病
が
は
び
こ
る
と
と
も
に
地
震
な
ど
天
災
に
も

見
舞
わ
れ
、
人
々
は
不
安
と
混
乱
の
中
に
い
ま
し
た
。
万
民
平
等
救
済
を
一
途
に
求
め
続
け
ら
れ
た
法
然

上
人
は
、
黒く
ろ
だ
に
ほ
う
お
ん
ぞ
う

谷
報
恩
蔵
の
一い

っ
さ
い切

経き
ょ
うを

読
破
さ
れ
る
こ
と
五
度
に
及
び
、
つ
い
に
唐
の
善ぜ

ん
ど
う
だ
い

導
大
師し

の
「
観か

ん

経
ぎ
ょ
う
の
し
ょ
疏
」
の
中
に
あ
る
「
一
心
に
専

も
っ
ぱ
ら
弥み

陀だ

の
名み

ょ
う
ご
う号
を
念
じ
、
行

ぎ
ょ
う
じ
ゅ
う
住
坐ざ

臥が

に
時
節
の
久く

近ご
ん

を
問
わ
ず
、
念
々

に
捨
て
ざ
る
も
の
、
こ
れ
を
正
し
ょ
う
じ
ょ
う
定
の
業ご

う

と
名
づ
く
。
彼か

の
仏
の
願
に
順
ず
る
が
故ゆ

え

に
」
の
一
文
に
よ
り
、

阿
弥
陀
仏
の
ご
本ほ
ん
が
ん願

を
見
い
だ
し
ま
す
。
そ
れ
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
た
だ
一
心
に
称と

な

え
る
こ
と
に
よ
り
、

す
べ
て
の
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
専せ
ん
じ
ゅ
ね
ん
ぶ
つ

修
念
仏
の
道
で
し
た
。
承
安
5
年
（
1
1
7
5
）、
上
人
43
歳
の
春

の
こ
と
、
こ
こ
に
浄
土
宗
が
開
宗
さ
れ
た
の
で
す
。

法
然
上
人
は
こ
の
専
修
念
仏
に
確
信
を
い
だ
い
て
比
叡
山
を
下
り
、
や
が
て
吉よ
し
み
ず水
の
草
庵
、
現
在
の
知

恩
院
御み

影え
い
ど
う堂
の
近
く
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
訪
れ
る
人
を
誰
で
も
迎
え
、
念
仏
の
教
え
を
説
か

れ
ま
し
た
。
法
然
上
人
の
教
え
は
、
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら
え
、
時
の
関
白
で
あ
る
九く
じ
ょ
う条
兼か

ね
ざ
ね実
公
な
ど

の
貴
族
に
も
教
え
は
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
え
が
世
に
広
ま
る
に
つ
れ
、
南な
ん

都と

北ほ
く
れ
い嶺
か
ら

の
弾
圧
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
上
人
の
弟
子
で
あ
る
住じ
ゅ
う
れ
ん蓮

、
安あ

ん
ら
く楽

が
後
鳥
羽
上
皇
の
怒
り
を

か
う
と
い
う
事
件
が
起
き
、
建
永
2
年
（
1
2
0
7
）、
上
人
は
そ
の
責
任
を
負
い
四
国
へ
流
罪
と
な
り
ま

し
た
（
建
永
の
法
難
）。
5
年
後
の
建
暦
元
年
（
1
2
1
1
） 

11 

月
20
日
に
帰
京
さ
れ
ま
し
た
が
、
吉
水
の

旧
房
は
荒
れ
果
て
て
お
り
、
青
し
ょ
う
れ
ん蓮

院い
ん

慈じ

鎮ち
ん

（
慈じ

円え
ん

）
和か

し
ょ
う尚

の
配
慮
に
よ
り
今

の
知
恩
院
勢せ
い

至し

堂ど
う

の
あ
る
場
所
、大お

お
た
に谷

の
禅
房
に
お
住
ま
い
に
な
り
ま
し
た
。

年
明
け
早
々
、
病
床
に
つ
か
れ
た
法
然
上
人
は
、
弟
子
の
勢せ
い
か
ん
ぼ
う
げ
ん

観
房
源
智ち

上

人
の
願
い
を
受
け
、
念
仏
の
肝
要
を
し
た
た
め
ま
す
。
そ
れ
が
「
智
者
の
ふ

る
ま
い
を
せ
ず
し
て
、
た
だ
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」
と
述
べ
た
『
一い
ち
ま
い枚
起き

請し
ょ
う
も
ん
文
』
で
す
。
そ
し
て
建
暦
2 

年
（
1
2
1
2
）
正
月
25
日
、
80
歳
で
法

然
上
人
は
ご
往
生
さ
れ
ま
し
た
。

法
然
上
人
の
ご
生
涯
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法
然
上
人
の
御
忌

─
─
─
─
─
─

 

御
忌
の
由
来

─
─
─
─
─
─

法
然
上
人
の
忌
日
法
要
を
「
御ぎ

ょ

忌き

」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

大
永
４
年
（
１
５
２
４
）
に
、
後ご
か
し
わ
ば
ら

柏
原
天
皇
が
、「
大だ

い
え
い永

の
御ぎ

ょ

忌き

鳳ほ
う
し
ょ
う

詔
」

と
い
う
詔
し
ょ
う
ち
ょ
く
勅
を
下
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
の
勅
旨
に
は
、「
毎

年
正
月
、
京
畿
の
門
葉
を
集
め
、
一い
ち
し
ち七
昼
夜
に
わ
た
っ
て
法
然
上
人
御

忌
を
つ
と
め
、
は
る
か
に
教
え
の
源
を
た
ず
ね
よ
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
御
忌
は
勅ち
ょ
く
え会

と
し
て
定
め
ら
れ
、
１
月
18
日
よ
り
ご
命
日

の
25
日
ま
で
、
法
要
が
営
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
天
皇

の
忌
日
法
要
を
指
す
「
御
忌
」
が
、
法
然
上
人
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

─
─
─
─
─

 

御
忌
詣
で

─
─
─
─
─

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
徳
川
家
の
外げ

護ご

を
受
け
て
慶
長
年
間
に
ほ
ぼ

現
在
の
知
恩
院
の
寺
域
が
整
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
御
忌
の
法
要

も
ま
た
、
法
然
上
人
の
教
え
を
慕
う
全
国
の
人
々
が
集
い
、
ま
す
ま
す

盛
大
に
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
人
々
が
、
一
年
の
寺
参
り
の
始
め
と
し
て
華
や
か
に
着
飾
っ

て
参
拝
に
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
御
忌
は
「
衣
装
競
べ
」
と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
。「
着
だ
を
れ
の
京
を
見
に
出
よ
御
忌
ま
ふ
で
」（
几き

董と
う

）

と
い
う
句
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
な
に
は
女
や
京
を
寒
が
る
御

忌
詣
」「
御
忌
の
鐘
ひ
ゞ
く
や
谷
の
氷
ま
で
」（
蕪
村
）
と
も
詠
ま
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
冬
の
寒
さ
の
残
る
中
で
の
京
都
詣
で
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
よ
り
、
多
く
の
人
々
に
参
詣
い
た
だ
け
る

よ
う
、
旧
暦
の
１
月
か
ら
、
時
候
の
良
い
新
暦
の
４
月
に
御
忌
が
勤
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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日
中
法
要

逮
夜
法
要

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
（
25
日
は
午
前
11
時
）

【
場
所
】
御み

影え
い

堂ど
う

日
中
法
要
で
は
、
法
然
上
人
を
讃
え
る
節
付

き
の
諷ふ

誦じ
ゅ
も
ん文

（
祖
師
報
恩
の
志
を
述
べ
る
文
）

の
唱し
ょ
う
ど
う導
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
諷
誦
文
を
唱
え

る
役
が
、「
唱し
ょ
う
ど
う導

師し

」
で
す
。
唱
導
師
を
さ
れ

る
方
は
、
諷
誦
文
の
唱
え
方
や
作
法
を
指
南
に

【
時
間
】
午
後
2
時

【
場
所
】
御み

影え
い

堂ど
う

後ご
か
し
わ
ば
ら

柏
原
天
皇
か
ら
詔
勅
を
賜
っ
た
と
き
、
笏し

ゃ
く

も
共
に
下か

賜し

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
ん

で
、
逮
夜
法
要
で
は
、
笏
を
打
ち
拍
子
を
と
り
、

念
仏
を
称
え
な
が
ら
堂
内
を
練
り
歩
く
「
笏し
ゃ
く

念ね
ん
ぶ
つ仏
」
行

ぎ
ょ
う
ど
う道
が
行
わ
れ
ま
す
。

よ
り
半
年
に
わ
た
っ
て
教
授
さ
れ
ま
す
。
唱
導

師
は
、
内な

い
じ
ん陣

中
央
の
高こ

う

座ざ

へ
、
御
門
跡
猊
下
は
、

外げ

陣じ
ん

寄
り
に
設
え
ら
れ
た
高
座
に
着
か
れ
ま
す
。

当
日
は
紫
色
の
衣
に
、
浄
土
宗
独
特
の
七し
ち

九く

条じ
ょ
う袈
裟
を
被ひ

ち
ゃ
く着
し
唱
導
師
を
勤
め
ら
れ
ま
す
。

逮た
い

夜や

法
要
は
本
来
、
御
門
跡
猊
下
が
導
師
を

勤
め
ら
れ
ま
す
が
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
）

よ
り
宗
門
興
隆
の
た
め
、
特
に
貢
献
さ
れ
た
諸

上
人
に
御
門
跡
猊
下
の
御
名
代
と
し
て
御
奉
仕

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
中
法
要
と
逮
夜
法
要

法
要
で
は
、
声

し
ょ
う
み
ょ
う

明
や
誦じ

ゅ
き
ょ
う経

、
散さ

ん

華か

に
よ
っ
て
法
然
上
人
を
讃
え
る
ほ
か
、
法
然
上
人
の

御ご

法ほ
う

語ご

（
一い

ち

枚ま
い

起き

請し
ょ
う
も
ん文
と
一い

っ

紙し

小こ

消し
ょ
う
そ
く息
）
を
ご
参
列
の
檀
信
徒
と
共
に
唱
和
し
ま
す
。



日
中
唱
導
師

逮
夜
導
師

1011

浄
土
宗
　
宗
務
総
長

御
門
跡
猊
下
　
御
親
修

放
生
会

21日火 20日🈷 19日日 18日土
御當日

25日土 24日金 23日木 22日水

令和2年度  御忌大会  御導師

京
都
教
区 

宇
治
組

山
城
之
國 

西
方
寺

佐
藤
龍
親 

上
人

京
都
教
区 

鴨
川
組

山
城
之
國 

高
樹
院

大
津
隆
範 

上
人

兵
庫
教
区 

武
崎
組

摂
津
之
國 

西
安
寺

佐
藤
彰
宏 

上
人

大
阪
教
区 
堺
組

和
泉
之
國 
福
成
寺

松
壽
春
道 
上
人

滋
賀
教
区 

甲
賀
組

近
江
之
國 

浄
土
寺

中
川
法
隆 

上
人

奈
良
教
区 

第
一
組

大
和
之
國 

興
善
寺

森
田
康
友 

上
人

京
都
教
区 

一
条
組

山
城
之
國 

淨
福
寺

菅
原
好
規 

上
人

大
阪
教
区 

北
摂
組

摂
津
之
國 

安
楽
寺

秦
　
博
文 

上
人

奈
良
教
区 

第
十
組

大
和
之
國 

満
願
寺

鷲
尾
至
導 

上
人

御
門
跡
猊
下
　
御
親
修

知
恩
院
　
執
事
長

御
門
跡
猊
下
　
御
親
修
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国宝 御影堂 落慶法要

                                                                    令和 2 年   4月13日～15日

    元祖法然上人800年大遠忌記念事業  平成大修理
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国宝 御影堂平成大修理
は国庫補助事業として行
われ、国のご支援をはじ
め、京都府文化財保護課
技師や各分野の工匠方の
ご尽力による大事業にな
りました。各宗本山、官
公庁、工事関係者をご招
待し、舞楽を交えた古式による落慶慶祝の法要を厳粛に執り行います。

4月13日 国宝 御影堂落慶御遷座法要4月15日 国宝 御影堂落慶御遷座宗門慶祝法要

  5月1日～10月15日

国宝 御影堂記念団体参拝期間
※月のうち 1 日～ 15 日（8 月は除外月）

4月14日 国宝 御影堂落慶御遷座披露法要

平成 23 年 12 月 25 日から約 8 年
間、御影堂平成大修理のため、法
然上人御堂にご安置しておりまし
た元祖法然上人御影を、全国門葉
のお力添えによって約 380 年ぶり
に創建当初の姿に甦った御影堂に
御遷座いただく法要です。庭儀式
によって執り行われ、雅楽による
荘厳の中御遷座されます。

浄土宗大本山をはじめ、
浄土宗内及び知恩院関係
役職者をご招待し、お念
仏と御詠歌を中心とした
僧俗一体の法要を執り行
い、3 日間の遷座法要を締
めくくります。

【 団参等のお問い合わせ 】
浄土宗総本山知恩院　御影堂修理事務局　０７５―５３１―２２４１

  10月25日

国宝 御影堂落慶御満座法要



1617

18日土

総
本
山
式

し
き
し
ゅ
う
か
い

衆
会
に
よ
る
釈し

ゃ

迦か

讃さ
ん
だ
ん歎

供く

養よ
う

法ほ
う
よ
う要

終
了
後

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
念
仏

in
御
忌

三
門
楼
上
に
て
、
夜
を
徹
し

て
お
念
仏
を
お
称
え
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
、

好
き
な
時
間
帯
に
参
加
で
き

ま
す
。

午
後
8
時
よ
り
翌
午
前
7
時
［
場
所
］三
門
楼
上

鳳ほ
う

詔
し
ょ
う

頂ち
ょ
う
だ
い
し
き

戴
式

後ご

柏か
し
わ
ば
ら
原
天
皇
よ
り
賜
っ
た
「
大だ

い

永え
い

の
御ぎ

ょ

忌き

鳳ほ
う
し
ょ
う詔
」
を
頂
戴

す
る
儀
式
で
す
。

午
後
1
時

［
場
所
］小
方
丈

高
齢
者
招
待
祝
賀
会

午
前
11
時
30
分
よ
り
受
付 

開
白
逮
夜
法
要
後
［
場
所
］御
影
堂

宿
舎
伝
道

◆
京
都
教
区
　
羽
田 

龍
也 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

献
華
式（
華
頂
流
）

開か
い
び
ゃ
く白

逮た
い

夜や

法ほ
う

要よ
う

〈
導
　
師
〉

御
門
跡
猊
下
御
親
修

御ご

開か
い

扉ひ

開
白
逮
夜
法
要
中
［
場
所
］御
影
堂

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

御忌大会日程
※都合により、予告なく日程が変更になる場合があります。
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日
中
法
要

〈
唱
導
師
〉
◆
京
都
教
区 

高
樹
院

	

大
津 

隆
範 

上
人

午
前
10
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

逮
夜
法
要
〈
導
　
師
〉
御
門
跡
猊
下
御
親
修

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

宿
舎
伝
道  

◆
奈
良
教
区
　
野
島 

学
道 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

宿
舎
伝
道  

◆
北
海
道
第
一
教
区
　
梅
庭 

英
良 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  
◆
滋
賀
教
区
　
稲
岡 

純
史 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
富
山
教
区
　
關
野 

弘
賢 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
岐
阜
教
区
　
澤 

玄
浄 

上
人

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
大
分
教
区
　
阿
部 

信
之 

上
人

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
奈
良
教
区
　
勝
部 

正
雄 

上
人

午
前
9
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
三
河
教
区
　
鈴
木 

超
淳 

上
人

午
前
9
時
40
分
［
場
所
］御
影
堂

日
中
法
要

〈
唱
導
師
〉
◆
京
都
教
区 

西
方
寺

	

佐
藤 

龍
親 

上
人

午
前
10
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

逮
夜
法
要

〈
導
　
師
〉
◆
大
阪
教
区 

安
楽
寺

	

秦 

博
文 

上
人

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

19日日20日🈷

各
宗
本
山
・
官
公
庁
・

総
代
招
待

各
宗
本
山
・
官
公
庁
・
総
代
を

招
待
し
、
共
に
法
然
上
人
の
遺

徳
を
讃
え
ま
す
。

日
中
法
要
中

［
場
所
］御
影
堂

楷か
い

定
じ
ょ
う

念
仏
奉
納

各
地
に
伝
わ
る
、
伝
承
念
仏

の
一
つ
で
す
。
双
盤
を
打
ち
鳴

ら
し
、
節
を
つ
け
た
お
念
仏

を
奉
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
　
滋
賀
教
区
　
野
洲
組
　
正
福
寺

　
　
　
鳥
取
教
区
　
因
幡
組
　
栖
岸
寺

日
中
法
要
前

［
場
所
］御
影
堂
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総
本
山
待
遇
者
叙
任
式

総
本
山
知
恩
院
に
対
す
る
功

労
が
顕
著
で
あ
る
諸
上
人
に
、

耆ぎ
し
ゅ
く宿
・
宿し

ゅ
く
ろ
う老
・
長ち

ょ
う
ろ
う老
の
待
遇

を
叙
す
る
儀
式
で
す
。

逮
夜
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

日
中
法
要

〈
唱
導
師
〉
◆
大
阪
教
区 

福
成
寺

	

松
壽 

春
道 

上
人

午
前
10
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

逮
夜
法
要
〈
導
　
師
〉
浄
土
宗 

宗
務
総
長

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

逮
夜
法
要
〈
導
　
師
〉
知
恩
院
執
事
長

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

宿
舎
伝
道  

◆
新
潟
教
区
　
長
谷
川 

三
靖 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

宿
舎
伝
道  

◆
福
岡
教
区
　
能
登
原 

靖
史 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
静
岡
教
区
　
戸
﨑 

博
隆 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
京
都
教
区
　
城
平 

賢
宏 

上
人

午
前
9
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
大
阪
教
区
　
有
本 
亮
啓 
上
人

午
前
9
時
40
分
［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
滋
賀
教
区
　
吉
水 

玟
麿 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

法
　
話  

◆
佐
賀
教
区
　
藤
野 
良
海 
上
人

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
奈
良
教
区
　
勝
部 

正
雄 

上
人

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
長
野
教
区
　
村
上 

和
彦 

上
人

午
前
9
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
奈
良
教
区
　
中
村 

晃
和 

上
人

午
前
9
時
40
分
［
場
所
］御
影
堂

写
経
会

午
前
10
時

［
場
所
］和
順
会
館

納
経
法
要

写
経
会
後

［
場
所
］和
順
会
館

日
中
法
要

〈
唱
導
師
〉
◆
兵
庫
教
区 

西
安
寺

	

佐
藤 

彰
宏 

上
人

午
前
10
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

21日火22日水

宗
門
功
労
者
表
彰
式
・
高
齢
者
壽
賀
式

宗
門
の
発
展
に
特
に
寄
与
さ

れ
た
上
人
の
功
績
を
称
え
、
そ

の
高
徳
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

併
せ
て
、
本
年
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
上
人
を
招
待
し
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。

逮
夜
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂
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法
　
　
話  

◆
奈
良
教
区
　
西 

孝
温 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

日
中
法
要

〈
唱
導
師
〉
◆
奈
良
教
区 

興
善
寺

	

森
田 

康
友 

上
人

午
前
10
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

逮
夜
法
要
〈
導
　
師
〉
御
門
跡
猊
下
御
親
修

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

宿
舎
伝
道  

◆
滋
賀
教
区
　
奥
村 

照
真 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

納
骨
堂
参
拝

日
中
法
要
後

［
場
所
］納
骨
堂
・
宝
佛
殿
・

　
　
　
　
　
　
　七
百
五
十
萬
霊
塔

宿
舎
伝
道  

◆
山
口
教
区
　
沖
村 

宏
明 

上
人

午
後
5
時
30
分
［
場
所
］和
順
会
館

晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
大
阪
教
区
　
神
田 

眞
晃 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

法
　
話  

◆
熊
本
教
区
　
山
﨑 
龍
道 
上
人

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
山
口
教
区
　
加
藤 

善
雄 
上
人

午
前
9
時
40
分
［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
滋
賀
教
区
　
安
部 

隆
瑞 

上
人

午
前
9
時

［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
滋
賀
教
区
　
二
橋 

信
玄 

上
人

午
前
9
時
40
分
［
場
所
］御
影
堂

日
中
法
要

〈
唱
導
師
〉
◆
滋
賀
教
区 

浄
土
寺

	

中
川 

法
隆 

上
人

午
前
10
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

23日木24日金

法
　
　
話  

◆
三
河
教
区
　
神
谷 

真
章 

上
人

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂

逮
夜
法
要

〈
導
　
師
〉
◆
奈
良
教
区 

満
願
寺

	

鷲
尾 

至
導 

上
人

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

叙
任
式

本
年
度
、
新
た
に
正

じ
ょ
う
そ
う
じ
ょ
う

僧
正
・
僧そ

う

正じ
ょ
うの
位
に
就
か
れ
る
諸
上
人
を

御
門
跡
猊
下
が
叙
任
し
ま
す
。

逮
夜
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

午
前
9
時

［
場
所
］御
影
堂

宗
門
学
校
音
楽
法
要
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晨
朝
法
要

午
前
5
時
30
分
［
場
所
］御
影
堂

法
　
　
話  

◆
福
岡
教
区
　
松
尾 

善
樹 

上
人

晨
朝
法
要
後

［
場
所
］御
影
堂

日
中
法
要

〈
御
當
日
唱
導
師
〉

 	

◆
京
都
教
区 

淨
福
寺

	
    

菅
原 

好
規 

上
人

午
前
11
時

［
場
所
］御
影
堂

25日土

献
茶
式（
表
千
家
）

表お
も
て
せ
ん
け

千
家
、
裏う

ら

千せ
ん

家け

、
武む

者し
ゃ

小こ
う

路じ

千せ
ん

家け

の
三
千
家
が
交
替
で
献
茶

さ
れ
ま
す
。

午
前
10
時

［
場
所
］御
影
堂

御ご

廟
び
ょ
う

参
拝

御
忌
大
会
を
終
え
、
一
同

が
法
然
上
人
の
御
廟
に
参

拝
い
た
し
ま
す
。

日
中
法
要
後

［
場
所
］御
廟

放ほ
う

生
じ
ょ
う

会え

御
忌
法
要
の
無
事
成
満
を

謝
し
、
生
類
を
放
生
い

た
し
ま
す
。

午
後
2
時

［
場
所
］御
影
堂

26日日～27日🈷

御
忌
布
教

毎
日
各
法
要
の
前
後

に
知
恩
院
布
教
師
に

よ
る
法
話
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
24
日
ま

で
は
17
時
30
分
よ
り

和
順
会
館
に
お
い
て

宿
舎
伝
道
も
行
わ
れ

ま
す
。

天
幕
伝
道

三
門
付
近
で
は
大
正

大
学
・
佛
教
大
学
の

学
生
に
よ
る
天
幕
伝

道
が
行
わ
れ
ま
す
。

吉よ
し

水み
ず

講こ
う

詠
唱
奉
納
大
会

　
全
国
の
吉
水
講
講
員
が
御
影
堂
に
集
い
、
詠
唱
の
奉
納
を

行
い
ま
す
。
詠
唱
を
通
し
て
祖
師
報
恩
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

午
後
1
時

［
場
所
］御
影
堂
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御 忌 中 の 行 事
――――――――――――――――――――――――
  18日土 献華式（華頂流）、高齢者招待祝賀会
 ミッドナイト念仏in御忌（～19日早朝）
――――――――――――――――――――――――
  19日日 楷定念仏奉納
――――――――――――――――――――――――
  20日🈷 各宗本山・官公庁・総代招待
――――――――――――――――――――――――
  21日火 総本山待遇者叙任式
――――――――――――――――――――――――
  22日水 写経会、納経法要
 宗門功労者表彰式・高齢者壽賀式
――――――――――――――――――――――――
  23日木 宗門学校音楽法要、納骨堂参拝
――――――――――――――――――――――――
  24日金 叙任式
――――――――――――――――――――――――
  25日土 献茶式（表千家）
 御廟参拝、放生会
――――――――――――――――――――――――
  26日日～27日🈷 吉水講詠唱奉納大会
――――――――――――――――――――――――

期間中〈18日土～25日土〉

御忌布教、全国青少年書道展

和順会館
和順会館ギャラリーでは期間中、浄土宗児
童教化連盟主催の書道展が開催されます。

全国青少年書道展

限
定
朱
印 

◆
国
宝
御
影
堂
落
慶
法
要
参
拝

※
書
き
置
き
の
み
　

4
月
13
日
〜
な
く
な
り
次
第
終
了

御
朱
印

朱
印
所
に
て
授
与
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
各
3
0
0
円

◆
勢
至
菩
薩

◆
御
詠
歌

◆
法
然
上
人
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泰 平 亭 売 店
知恩院オリジナル人気商品のご紹介

知 恩 院 泰 平 亭
営業時間：9時～16時 ／年中無休　TEL：075-541-0245

お
線
香

お
茶 その他数多くの商品を

取りそろえております。
ご来山の際にはぜひ
お立ち寄りください。

沈香 知恩香
1,870円（税込）

極上沈香 知恩香
2,350円（税込）

知恩院のお茶
（ほうじ茶／緑茶）
350mlPET　

各120円（税込）

※1ケース24本入り
　2,100円（税込）も
　販売しています。

緑茶ほうじ茶

知恩院さんのお線香
690円（税込）



3031



3233



寺
務
棟

濡
髪
大
明
神

新
玄
関
入
口

武
家
門
入
口

友
禅
苑
入
口

南
防
災
道
路

千
姫
の
お
墓

権
現
堂

小
方
丈

大
方
丈

方
丈
庭
園

円
山
公
園

和
順
会
館

バ
ス
プ
ー
ル

バ
ス
プ
ー
ル

阿
弥
陀
堂

鶯
張
り
の
廊
下

勢
至
堂

納
骨
堂

宝
佛
殿

泰
平
亭

白
寿
庵

眞
葛
庵

崇
泰
院

華
麓
庵

忘
れ
傘

友
禅
苑

朱
印
所

大
鐘
楼

瓜
生
石

黒 

門

男 

坂 女 
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御忌大会の期間中は、公共交通機関でのご来山をお願いいたします。
※タクシーでご来山される場合は南防災道路（三門南側の道路）よりお越しください。
従来通り御影堂前ロータリーでの乗降をお願いいたします。
※和順会館と御影堂を結ぶシャトルバスを運行しております。お気軽にご利用ください。
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さん　   もん

8年間の修理を終え、令和2年4月に落慶法要を
迎える知恩院の本堂。法然上人をお祀りする。

法然上人の廟堂。隣接する拝殿からお参りできる。
びょうどう はいでん

法要を営む際、僧侶が威儀をただし集合する建物。
御影堂修理期間中は法然上人をお祀りしていた。
み えい どう

楼内は仏堂となっており、宝冠をつけた釈迦如
来と十六羅漢を祀る。4月18日のミッドナイト念仏
では念仏の声がこだまする。
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